
電流の性質（全 16時間の７時間まで） 

時 学習内容 
気付いて学ぶ活動 

問いかけ えらぶ 

１ 

電流が流れる道

すじと回路図 

 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

定義や法則が意味していることを深める 

同じ配線を表している回路図の組

み合わせをつくろう。 

・小学校で電池を直列や並列に接続して豆電球を点灯

させた経験 

・違う方法でも結果は同じになった経験 

 

２ 

豆電球の直列回路

と並列回路 

 

 

 

関 思 技 知 

 ５  

適切な器具を選んで正しく使う 

導線４本で、豆電球を並列に接続する

ためにはどうしたらよいだろうか。 

・前時の気付いて学ぶ活動の内容 

・小学校で電池を直列や並列に接続して豆電球を点灯 

させた経験 

３ 

回路の見えない

部分のつながり

を確かめる実験 

 

 

関 思 技 知 

 ６  

条件を適切に設定する 

できるだけ少ない手順で答えにた

どりつくには、どうしたらよいだ

ろうか。 

・かえる条件は１つにしぼって実験をするということ 

・試行錯誤してものごとを確かめた経験 

・数学の組み合わせの学習 

４ 

電流の単位と電

流計の使い方 

 

 

 

関 思 技 知 

 ４  

操作の意図を捉える 

電流の大きさが予想できないときに
は、どうして一番大きな電流が測れる
マイナス端子からつながないとい
けないのだろうか。 

・定格を越えた操作をして道具を壊してしまった経験 

・ＫＹＴなどで危険を予知する方法を学んだ経験 

５ 

直列回路と並列

回路の電流の大

きさの測定 

 

 

関 思 技 知 

 ３  

問題の要旨を捉え方針を立てる 

調べたい点に電流計を接続するため

には、どのような手順で回路を作れば

よいだろうか。 

・実験操作の手順を構想した経験 

・電流計は直列に、電圧計は並列に接続 

６ 

電流の規則性 

 

 

 

 

関 思 技 知 

 ５  

根拠をもって結論を導く 

それぞれの回路で各点を流れる電流

の大きさの関係を式で表してみよう。 

・数学で方程式を立式した経験 

・代数の計算 

 

７ 

 

電圧の単位と電

圧計の使い方 

 

 

 

関 思 技 知 

 

 ４  

操作の意図を捉える 

電圧計と電流計の同じところ、ちがう

ところはどこだろうか。 

 

・植物や動物のつくりの観察 

・気体や液体の性質の違い 
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気付いて学ぶ活動 

つかむ 活動の内容 

同じ配線であっても、いくつかの回路図で表すこ

とができる。 

 

 

 

 

【実験の計画を立てる場面】 

①乾電池、スイッチと、２つの電球を直列、並列に接続した複数の回路図 

を提示する。 

②そのうち同じ配線を表している回路図の組み合わせをつくる。 

③子ども自身でも回路図を作成し、発表する。 

１つの回路を実現するためには、様々な配線の方

法があり、状況に応じて工夫できる。 

 

 

 

 

【考察の場面】 

①豆電球の並列接続の回路図を示し、枝分かれ端子を用いて実際に配線し、 

点灯させる。 

②端子を用いずに接続する方法を考え、実際に接続して点灯させる。 

③②が並列接続になっていることを確かめる。 

片方は動かさずに、もう片方だけを変えながら、

一定の方針をもって確かめていく。 

 

 

 

 

 

【実験の計画を立てる場面】 

①他者に出題する「謎の回路」の問題をつくる。 

②電流が流れることから、導線のつながり方を調べる。 

未知の電流を測定する場合には、電流計を保護す

るために大きなレンジから測定する必要がある。 

 

 

 

【考察の場面】 

①電流計内部は非常に細い導線でつながっていることを観察する。 

②電流計に大きな電流を流すとどうなるかを考える。 

まずは回路を完成させ、その後、測定器具を該当

部分に接続するとよい。 

 

 

 

 

 

【実験の計画を立てる場面】 

①どの順に導線を接続していくか計画を立てる。 

②班やクラスで発表し、どの順が一番間違えを少なくできるか話し合う。 

式を用いて事象を表現する。 

 

 

 

 
 

 

【考察の場面】 

①回路図に測定した電流の数値を書き入れる。 

②数値を IA、IBなどに置きかえることを回路図中に示す。 

③各点の電流の関係が代数式でどう表されるか考える。 

端子や目盛などの構造は同じだが、数値や目盛の

読み方などは異なる。 

 

 

 

 

【考察の場面】 

①電圧計と電流計を机上に並べて観察する。 

②端子の配置、接続の方法、目盛りの読み方などについて類似点、相違点

をまとめる。 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 
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電流の性質 ３/１６ 

きっかけの問いかけ 

『できるだけ少ない手順で答えにたどりつくには、どうしたら

よいでしょうか。』 

回路の見えない部分のつながりを確かめる際には、１つの考え方に沿って試していくことが大

切である。また、回路のつながりを確かめる場合でも、一方の端子は固定して、１つの端子だけ

変えて調べていく。 

 

 

 

     １回目の謎解きと答え合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ２回目の謎解きと、答え合わせ 

まとめ：回路ができていると、電流がながれる。 

 

 電流が流れることで、見えない回路のつながりを探る実験でした。興味のわくテーマのため、子どもは手当

たり次第に試して答えを探りました。あえて制止をせずに答えにたどりつくのを待った後、自分の確かめ方を

振り返る形で問いかけました。数学で組み合わせを求めていく方法に似ていることに気が付いただけでなく、

無駄なく作業をするためには方針を立ててから実行する必要があることにも気が付きました。また、やはり変

えるものは１つであることにも目を向けて、論理的なものの考え方を高めることができました。 

 

0 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 

分 

気
付
い
て
学
ぶ
活
動 

電流が流れることから、導線のつながり方を調べる。 

条件を適切に設定する 

気付いて学ぶ活動 

展  開 支援のポイント 

（１回目の謎解きが終了） 

教：みなさん、正解できましたか。ではちょっと振り返ってみまし

ょう。みなさん、答えがわかるまで、何回くらい豆電球と乾電

池をつないで調べましたか。 

全：10回！  ８回！  18回！ など 

教：ちょっと聞いてみますが、何回も同じ組合せを試してしまった

人いませんか。 

Ａ：あ、同じ組合せを何回かしてしまった。 

教：最高で何回になるのかなぁ。 

Ｂ：６本の総当たりなので15回です。 

Ｃ：数学の組み合わせと同じ考え方だから。 

教：では、できるだけ少ない手順で答えにたどりつくには、どうし

たらよいでしょうか。 

Ｄ：Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ａ－Ｄ…って感じで試していく。 

教：その続きは。 

Ｅ：Ａ－Ｆまでいったら、Ｂ－Ａ、Ｂ－Ｃってやっていく。 

Ｆ：Ｂ－ＡはＡ－Ｂといっしょじゃん。だから、もうやらんでいい。 

Ｅ：あっ、そうか。 

教：そうですね。適当につないでみるのではなくて、１つの考え方

に沿って試していくといいですね。組合せを考えるときにどの

ようなことに気を付けますか。 

Ｅ：片方の導線は固定して、もう片方の導線だけを変えて順番につ

ないでいくといいかも。 

教：それはいい考えですね。やっぱり、この場合でも変えるものは

１つだけっていうことですね。では、そのアイディアで２回目

の謎解きをやってみましょう。 

 

 

 片方は動かさずに、もう片方だけを変えながら、一定の方針をもって確かめていく。 

 

 

○かえる条件は１つにしぼっ

て実験をするということ 

〇試行錯誤してものごとを確

かめた経験 

〇数学の組み合わせの学習 

 

えらぶ 

つかむ 

他の実験と同じように、変える

ものは１つだけにしなくてはなら

ないことにも結び付ける。 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ Ｅ

ｌ

Ｆ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ Ｅ

ｌ

Ｆ 
？ 

何の方針もなしに調べてしまう

と正解にたどりつきにくいことが

自覚できるように誘導する。 
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直列回路、並列回路の電流の関係 ５/１６ 

 

電流計や電圧計を回路に接続する方法は知っ

ていても、実際に配線をするときに苦労する子

どもが多くみられたため、気付いて学ぶ活動で

取り上げました。 

 示した回路図を見ながら、端から１本ずつ導

線をつないでいくのではなく、まずは電流を流

す主回路を作成した後に、必要な場所に正しい

接続方法で計測器を加えるとよいことに気が付

くことを狙った問いかけでした。 

 このような考えで回路を接続した経験をもっ

ていない子どもも多く、答えにたどりついたと

きには、そう考えるのかという表情も多く見ら

れました。その後の実験操作では、どの班も間

違えることなく電流計と電圧計を接続し、データをとることができました。 

 この時間の後に、下のような問題を用いて使ってみる演習を行いました。気付いて学ぶ活動で考えたことと

同じ考え方を使ってみることができ、生きた知識としての定着を図りました。 

 

 

 

 

 
図１のように器具を接続して、図２の回路をつくり、電流計の針を読んで回路全体を流れる電流を測定

した。その後、金属線 Aの両端にかかる電圧を測定したい。このとき、電圧計はどのように接続すればよ

いか。適切な接続になるように、図 3に電圧計の記号○V をかき加えて、回路図を完成しなさい。   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答） 

 

 

20Ωの抵抗 金属線Ａ

〈Ｈ２８山口県公立高等学校学力検査問題から〉 

直列回路、並列回路の電流の関係 

問題の要旨を捉え方針を立てる 

えらぶ ・実験操作の手順を構想した経験 
・電流計は直列に、電圧計は並列に
接続 

まずは回路を完成させ、その後、測定
器具を該当部分に接続するとよい。 つかむ 

まとめ 
直列回路では、回路のどの点でも電流の大きさは同じ。 
並列回路では枝分かれした電流の大きさの和は、分かれる前
の電流の大きさや合流した後の電流の大きさに等しい。

中
学
校
第
２
学
年 

-68-



化学変化と物質の質量（全６時間） 

時 学習内容 
気付いて学ぶ活動 

問いかけ えらぶ 

１ 

化学変化前後で

の物質の質量 

 

 

 

関 思 技 知 

 ３  

観察・実験の方法を考える 

どのような実験を行うと、二酸化炭素

が生じる化学反応の前後で質量が同

じになるかを証明できるだろうか。 

・ものの溶け方（小５） 

・物質の溶解 

・原子の性質 

・炭酸飲料 

・風船やビニール袋で気体を集める経験 

２ 

化学反応前後に

おける質量保存

の法則 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

結論の見方を深める 

化学反応式から、反応前後で全体

の質量が変わらない証拠を見付け

てみよう。 

・原子の性質 

・化学反応式 

３ 

反応する物質どう

しの質量の割合 

 

 

 

関 思 技 知 

 ７  

仮説に沿って結果を想定する 

銅の加熱回数を増やしていくと、質

量はどのように変化するだろうか。 

・銅の酸化実験 

・生活経験（料理、木炭） 

・状態変化のグラフ（沸点、融点） 

・溶解度、飽和水溶液 

４ 

金属と酸素が化

合するときの金

属と酸素の質量

の関係 

 

 

関 思 技 知 

 １  

結果をわかりやすく整理する 

実験結果から考えるとき、どうしたら

変化や規則性がわかりやすくなるだ

ろうか。 

・グラフの書き方、比例関係（フックの法則、圧力） 

・状態変化のグラフ（沸点、融点） 

・気温変化のグラフ 

・近似値、誤差（数学） 

５ 

銅に化合する酸

素の質量の割合

は一定 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

定義や法則が意味していることを深める 

4.0g の銅に化合する酸素の質量はど

うしたらわかるだろうか。 

・比例関係（フックの法則、圧力） 

６ 

化学反応におい

て、化合する物質

の質量比は一定 

 

 

関 思 技 知 

 ３  

別の観察・実験と関連付けて考える 

マグネシウムが全て酸素と化合した

ことを、どのように判断すればいいだ

ろうか。 

・銅と酸素の化合 

・比例関係（フックの法則、圧力） 

・化学反応式 

・質量保存の法則 

 

 

定期考査 

  

 

テストふり返り 

 

 

 

関 思 技 知 

 

 ３  

問題の要旨を捉え方針を立てる 

加熱した銅と酸素の比が４：１になら

なかったことを説明するための手が

かりは何だろう。 

 

・ものを燃やして燃え残りがあった経験 

・金属は空気と触れることでさびること 

・化学反応式 

・銅の酸化実験 
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気付いて学ぶ活動 

つかむ 活動の内容 

密閉した状態（閉鎖系）で実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

【実験計画の場面】 

①（開放系での演示実験の後）塩酸と炭酸水素ナトリウムの化学変化で、

反応前後の質量を一定にするための方法を計画する。 

原子の数と種類が、反応式の両辺で同じことが、

質量保存の法則を表している。 

 

 

 

 

 

【考察の場面】 

①（閉鎖系では質量が保存されることを導いた後）質量が保存されること 

は、反応式の両辺で、原子の種類と数が変わらないことから説明できる

ことを、個人や班で話し合う。 

化合する酸素の分だけ質量も増えるが、やがて加

熱しても質量は増えることなく、一定の値になる。 

 

 

 

 

 

【実験計画の場面】 

①銅と化合する酸素の質量との間に、規則性があるのか考える。 

②グラフから銅の加熱回数と質量変化について考える。 

グラフを使うことで、変化の様子や規則性、測定

値の妥当性を見出しやすくなる。 

 

 

 

 

 

【考察の場面】 

①質量増加が見られなくなることを確認するためには、質量の測定結果を

表であらわすより、グラフで視覚的に捉える方がわかりやすいことに気

付く。 

グラフ分析で見出した比例関係をもとにして、銅

に化合する酸素の質量は変化量から導き出すこと

ができる。 

 

 

 

【考察の場面】 

①測定範囲外の銅に化合する質量は比例関係をもとにして求めることがで

きることに気付く。 

全体の質量が一定になるとマグネシウムはすべて

酸化したと考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

【実験計画の場面】 

①マグネシウムと化合する酸素の質量を測定する実験で、全てのマグネシ

ウムが酸化マグネシウムになったことは、加熱を進めても質量増加が見

られなくなることで判別できることに気付く。 

  

一部の銅のみが酸化された状況を想定すれば、銅

と酸素の比が４：１にならないことを説明するこ

とができる。 

 

 

 

【テストの返却が終わった後】 

①問題と答えについて一通り解説する。 
②課題のあった問題を解くための手がかりを話し合う。 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 
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化学変化の前後での物質の質量 １／６  

 

きっかけの問いかけ 

             『どんな方法で実験したら、二酸化炭素が生じる化学反応の前後で 

                質量が同じになるだろうか。』 

塩酸と炭酸水素ナトリウムの化学変化で、反応前後の質量が一定になることを見通し、閉鎖系の実験方

法の計画を行うことで、装置や操作手順の意図について理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

     まとめ：化学反応の前後でその反応に関係している物質全体の質量は変わらない。 

         →質量保存の法則 

 気体が発生する化学反応においては、反応後の質量は逃げた気体の質量分だけ減少します。その理由を既有

の知識や経験からえらぶときに考えやすいように、問いかけの前に、実際に開放系の実験を行い、結果を押さ

えたうえで、気体を含めた場合の実験方法を問いかけました。 

  

0 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 
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分 

 

化学反応の前後で質量が同じになるか調べよう。 

気
付
い
て
学
ぶ
活
動 

気付いて学ぶ活動 

展  開 支援のポイント 

教：次に電子天秤上で、ビーカーに入れた塩酸に炭酸水素ナトリウ

ムを入れて、質量を測定するとどうなるだろうか。 

Ａ：変わらない。（増える。減る。） 

教：それでは実験してみましょう。 

 （実験方法を説明し、子どもが実験を行う） 

教：結果はどうなりましたか。 

Ｂ：質量が減った。 

教：どうして？ 

Ｃ：二酸化炭素が空気中に逃げたから。 

教：二酸化炭素が逃げなかったらどうなると思う。 

Ｄ：質量が同じになると思う。 

教：では、どんな方法で実験したら、二酸化炭素が生じる化学反応

の前後で質量が同じになるだろうか。身近なものを使って考え

よう。 

（実験道具と方法の検討） 

Ｅ：ふたをする。 

教：具体的な道具や方法のアイデアは？ 

Ｆ：袋（風船等）に入れる。 

Ｇ：ラップでふたをする。 

Ｈ：ペットボトル（タッパー）に入れる。 

教：みなさん、どの方法なら正確に確認できるか考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気体が生じる化学変化では、反応前後で質量が変わらないことが、閉鎖系の実験で確認でき

ること。（目的に応じて、適切な実験器具の選択や使用方法を考え、操作すること） 

 

使用する道具と使い方の両方

を考えるように意識付ける。 

つかむ 

観察・実験の方法を考える 

気体の発生がなければ、質

量が同じであることを予想さ

せる。 

 

○ものの溶け方 

○風船やビニール袋で気

 体を集める経験 

えらぶ 

・硫酸と水酸化バリウムを混ぜた

ときの質量の変化を予想させ、

演示実験で同じになることを確

認する。 

・炭酸水素ナトリウムの熱分解を

想起させ、二酸化炭素の発生を

意識づける。 

・次に塩酸と炭酸水素ナトリウム

を開放系の装置で混ぜたときの

質量の変化を予想させ、子ども

が実験を行う。 
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銅に化合する酸素の質量の割合 ５／６  

 

きっかけの問いかけ 

                 『4.0g の銅に化合する酸素の質量はどうしたらわかる 

だろうか。』 

実験で測定結果から作成したグラフの範囲外の量的関係について問うことで、銅と酸素の化合比につい

て数式と関連付けて再考察を行い、比例関係について理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

まとめ：銅と銅に化合する酸素の質量は比例している。 

 

 考え方を既有の知識や経験から引き出すことができるように、答えではなく、方法を問う問いかけを設定し

ていました。他領域のフックの法則や数学における比例関係の知識と関連付けて、グラフの延長、単位量、数

式化、比例定数等の考えを生徒は導き出しました。生徒が考えた方法は全て質量を求めることのできる考え方

であり、生徒は様々な視点から知識や経験を関連付けて考えたことがうかがえる授業でした。 

気付いて学ぶ活動 

展  開 支援のポイント 

（銅粉0.2g～1.0gまで0.2gごとに化合する酸素の質量を測定し、グラ

フに関係を表している。） 

教：0.2g～1.0gの銅に化合する酸素を近似直線で表したグラフから

読み取ってみよう。 

（グラフから数値を読み取る活動終了後） 

教：実験で測定しなかったけど、0.1g、0.3gの銅に化合する酸素の

質量は何ｇになるかわかるかな。 

Ａ：○○ｇ、○○ｇになる。 

教：どうして？ 

Ｂ：グラフを使って、値を読み取ればいい。 

教：じゃぁ、銅の質量が0.2g、0.4g…というふうに、２倍、３倍に

なると、化合する酸素の質量はどうなる？ 

Ｂ：やっぱり、２倍、３倍になっていく。 

教：銅が0.2gのときに化合する酸素の質量と0.6gのときに化合する

酸素の質量は約何倍？ 

Ｃ：３倍になる。 

教：では、グラフにかかれていない範囲について考えてみましょう。

4.0gの銅に化合する酸素の質量はどうやったらわかるかな。 

（個人→班→学級で方法の検討） 

Ｄ：グラフをのばして確認してみる。 

Ｅ：グラフから１gの値を読み取って、４倍する。 

Ｆ：数学で勉強した比例定数を見付けて計算する。 

Ｇ：１次関数の式をつくって求める。 

教：みなさん、酸素の質量はどの方法なら見付けられるか考えてみ

ましょう。 

 

 

銅に化合する酸素の質量は一定であり、比例関係にあること。 

 ある量とある量が比例する場合、比の考え方を用いることで数的な考察できること。 
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50 

分 

 

銅と銅に化合する酸素の質量の関係を調べよう。 

つかむ 

近似曲線から数値を読み取る

ことで、すべての子どもが共通

した結果で考察できるように

する。 

 

定義や法則が意味していることを深める 

えらぶ 
中
学
校
第
２
学
年 

銅に化合する酸素の質の測定

実験について、本時までに学級

の実験結果を整理し、近似曲線

のグラフを準備しておく。 

気
付
い
て
学
ぶ
活
動 

結果の確認の際に、グラフから

読み取った表から、銅と酸素の

質量は比の関係になることを

意識付ける。 

グラフを用いた表現における

考え方の関連性

ものが水に溶ける量
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生命を維持するはたらき（全１１時間の５時間まで） 

時 学習内容 

気付いて学ぶ活動 

問いかけ えらぶ 

１ 

消化と栄養分の

分解 

 

 

関 思 技 知 

 １  

学習内容を学びたいことへ高める 

三大栄養素には何があっただろう

か。 

・ヒトと動物の体 

・家庭科 三大栄養素 

２ 

唾液のはたらき

の実験 

 

関 思 技 知 

 ６  

条件を適切に設定する 

ヨウ素溶液とベネジクト液を使っ
て結果を確かめるには何本の試験
管が必要だろうか。 

・唾液による消化実験（小６年） 

・光合成、呼吸における対照実験 

３ 

唾液によるデン

プンの消化 

 

 

関 思 技 知 

 ４  

結果や他者の意見を基に考えを改善する 

他の班の結果と比べて、実験方法

について改善策を考えよう。 

・唾液による消化（小６年） 

・唾液による消化実験（小６年） 

４ 

酵素のはたらき

と食物の吸収 

 

 

関 思 技 知 

 １  

結果をわかりやすく整理する 

栄養分のつくりが変化するようす

を図に表してみよう。 

・状態変化、水溶液の学習（粒子のモデル） 

・食べ物をナイフで切って食べた経験 

５ 

小腸での吸収 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

課題に対して予想や仮説をもつ 

柔毛の有無で何が変わるのだろうか。 

・消化と吸収、血液と心臓の働き 

・生命を支える仕組み 

 

 生命分野の特徴として、再現したり実験し

たりすることが困難な事物・現象を扱うこと

があります。その際、モデル図を活用するこ

とで現象や起こる要因などが扱いやすくなり、

考察する上で効果的な活動となります。 

 この授業は、ヒトの消化器官のつくりとは

たらきと、消化酵素の種類とはたらきを学習

し、栄養分が分解されていく様子をどのよう

にまとめればわかりやすく説明できるかを考

えるものでした。デンプンが酵素のはたらき

によって小さくなっていく様子をモデル図に

まとめ、学習内容が整理されることに気付き

ました。他の栄養分も分解される様子を、モ

デル図にしてまとめることで理解が深まり、説明する際にも効果的であることに気付きました。この時間の後

に、右のページのような問題を用いて使ってみる演習を行いました。実験結果から予想したモデル図を適切に

選ぶ問題です。このような問題を授業の後に行うことで、学びの深まりにつながりました。 

 

 

酵素のはたらきと食物の消化 

食物に含まれる栄養分が分解されるようすを調べよう。 

結果をわかりやすく整理する 

えらぶ ・状態変化、水溶液の学習 
（粒子のモデル） 

・食べ物をナイフで切って食べた経験 

つかむ 図に表すと、栄養分は小さなつくり
に分解されることがよくわかる。 

まとめ 消化酵素のはたらきにより、栄養分は小さなつくりに消化
され、小腸の壁を通ることができるようになる。
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↑内側 外側↑ ↑内側 外側↑ ↑内側 外側↑ 

 

 

【モデルで考える－問題 （実験の結果からモデル図を選ぶ）】 

 消化・吸収に興味をもったAさんは、Ｂさん、Ｃさんとともに、デンプン、ブドウ糖、食塩の大きさを比

べるために、次のような実験をしました。 

※1セロハンチューブを用いて図のような装置を作り、数分後ビーカー側の

水を 3本の試験管にとり、①～③の実験をして、結果が出ました。 

※1セロハンチューブはごく小さな穴が開いており、その穴よりも小さい 

    粒は自由に出入りすることができるが、大きい粒は出入りすることが 

   できない。 

（結果） 

 ① ※2硝酸銀溶液を加えたら、白く濁った。 

 ② ヨウ素溶液を加えたら、変化はなかった。 

 ③ ベネジクト液を加えて熱したら、赤褐色になった。 

   ※2硝酸銀溶液は食塩に反応し白くにごる。 

 実験の結果から、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんは、それぞれ右のよう

なモデル図を作りました。方法と結果から判断すると、Ａさん、Ｂ 

さん、Ｃさんの 3人のモデル図のうち、もっともよいものを選びなさい。 

【答え】Ｂさん  

気付いて学ぶ活動 

つかむ 活動内容 

炭水化物、タンパク質、脂質がある。 

 

 

 

【導入の場面】 

①既有の知識や経験を想起しながら、食物をノートにかく。 

②自分の考えを発表し、話し合う。 

ヨウ素溶液やベネジクト溶液の操作と反応について

理解する。 

 

 

 
【実験方法の構想する場面】 

①目的に合うように適切に設定し、ノートにかく。 

②班ごとに条件を話合い、全体に発表する。 

唾液の働きにより、デンプンが糖に分解される。 

 

 

 
【実験方法を見直す場面】 

①他の班との違いを考え、よりよい方法についてノートにかく。 

②自分の考えた方法を発表し、より良い方法を見出す。 

 

消化酵素のはたらきで、栄養分は小さなつくりに分

解される。 

※モデル図に表して考えることでつくりの変化が実

感できる。 

 
【学習内容の整理の場面】 

①栄養分が分解される様子を図にして、ノートにかく。 

②自分のモデル図を小集団で説明し、検討する。 

小腸における吸収の働きを理解する。 

 

 

 

 

 
【学習の後の考察の場面】 

①柔毛の働きを既有の知識を生かして予想する。 

②班ごとに予想を発表し、全体で実際のはたらきを確認する。 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

0分                                          50分 

中
学
校
第
２
学
年 
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空気中の水の変化（全８時間の５時間目まで） 

 

天気の変化と大気の動き（全９時間の３～５時間目）

時 学習内容 

気付いて学ぶ活動 

問いかけ えらぶ 

１ 

雲や霧の正体 

 

 

関 思 技 知 

 １  

学習内容を学びたいことへ高める 

水蒸気が湯気に変わる現象を、図で

表現するには何が必要だろうか。 

・水の三態変化、蒸発と結露 

・水溶液、状態変化 

・原子、分子モデル 

２ 

霧のでき方 

 

 

 

関 思 技 知 

 ６  

条件を適切に設定する 

霧の発生を確かめるためには、どの

ように条件を変えると確認できる

だろう。 

・植物の発芽と成長、振り子、電磁石、流水の働き（小５） 

・物の燃え方、唾液実験、植物のつくり（小６） 

・光合成、呼吸の実験 

・唾液の実験 

３ 

雲のできる場所 

 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

課題に対して予想や仮説をもつ 

簡易真空容器で空気を抜いたら、

中の袋はどうなるだろうか。 

・空気の圧縮（小４） 

・大気圧や水圧の学習、水泳の経験 

・肺と横隔膜の学習 

・生活経験（山の上で膨らんだスナック菓子） 

 

４ 

雲の発生実験 

 

 

 

関 思 技 知 

 ４  

操作の意図を捉える 

雲を作る実験で、何のためにピスト

ンを引く操作をしたのだろうか。 

・空気の圧縮（小４） 

・大気圧 

・霧、雲の発生 

・気圧と膨張 

５ 

雲のでき方 

 

 

 

 

関 思 技 知 

 ５  

根拠をもって結論を導く 

雲の発生をまとめるとき、そのモ

デルにはどんな要素が必要になる

だろうか。 

・雲と天気の様子(小５) 

・水の状態変化のモデル 

・霧の発生モデル 

・上昇気流による雲の発生モデル 

・気圧差による空気の膨張モデル 

・雲の発生実験 

時 学習内容 

気付いて学ぶ活動 

問いかけ えらぶ 

３ 

大気の様子や気象

要素の観測方法 

 

関 思 技 知 

 １  

生活との関連を考える 

風向計がどちらを向けば北風にな

るのか。 

・生活経験 

・風が吹いたときのものの動き（小学３年） 

・風車 煙突のけむり 

４ 

天気、気圧、気温、

湿度の間の関係 

 

 

関 思 技 知 

 ５  

根拠をもって結論を導く 

天気のよい日の気温と湿度のグラフ

の変化が逆になる理由を考えよう。 

・１日の気温の変化と天気 

・空気中の水蒸気量 

・湿度の求め方 

・生活経験 洗濯物の乾き方 

 

５ 

前線のでき方 

 

 

 

関 思 技 知 

 ２  

課題に対して予想や仮説をもつ 

温度が異なる空気が接したとき空

気はどんな変化をするだろうか。 

・もののあたたまりかた（小学４年） 
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気付いて学ぶ活動 

つかむ 活動の内容 

粒子を使う、色分けをする。水滴と水蒸気を区別

して粒でかく。 

 

 

 

【見通しをもつ場面】 

①変化を表すのに必要な粒子モデルや語句を個人で考える。 

②クラスでモデルに必要な粒子や語句を検討する。 

霧の発生に関係する条件である水蒸気の量、空気

の温度の一方を変えて、他方を同じにする。 

 

 

 

【見通しをもつ場面】 

①温度と水蒸気量に着目して、条件を設定する。 

②班で意見交換し、クラスで話し合う。 

空気がなくなるので、袋はへこむ。袋のまわりの

空気がなくなるので、袋は膨らむ。 

 

 

 

【見通しをもつ場面】 

①中の袋の変化を予想し、その理由をモデルで記入する。 

②班で理由を確認しながら話し合う。 

③クラスで仮説を検討する。 

ピストンを引くと、フラスコ内の空気の体積を増

やすため。 

 

 

 

【考察の場面】 

①何のためにピストンを引く操作をしたのか、その理由を考える。 

②班で理由について意見交換する。 

③クラスで検討する。 

温度、気圧、水蒸気の量、体積 

 

 

 

【考察の場面】 

①雲の発生の仕組みをまとめるために必要な語句や表現方法を個人で考える。 

②発表し、クラスで必要なものを検討する。 

 

気付いて学ぶ活動 

つかむ 活動の内容 

風向計の先の部分が北を向くと北風になる。 

 

 

 

【まとめの場面】 

①風向計が指す方角を基に、風向風力を記号で表す。 

②理由を付けながら発表をする。 

天気の場合、気温が上昇するため飽和水蒸気量が

高くなるため湿度は低くなる。 

 

 

 

【考察の場面】 

①気圧、気温、湿度と天気の関係のグラフから天気と気温、湿度の関係を

考える。 

②自分の考えた理由を班の中で説明する。 

あたたかい空気は上昇し、冷たい空気は下に潜り

込む。 

 

 

 

【見通しをもつ場面】 

①既有の知識や経験を想起しながら、温度が異なる空気の変化について予

想し、ノートに書く。 

②自分の考えた予想を班で発表し、その理由を考える。 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

0分                                          50

分 

中
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雲の発生実験 ４/８ 

 

きっかけの問いかけ 

『雲を作る実験で、何のためにピストンを引く操作をしたのだ

ろうか。』 

雲の発生実験において、ピストン操作が雲の発生過程における空気の膨張（体積の増加）に当たり、

膨張と気温低下の関連についての理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ：空気中の水蒸気が冷却され、水滴になり雲ができることと、空気塊が上昇して、気圧

差が生じ、膨張による気温の低下で雲ができる。 

 

 モデル実験でピストンを引く操作が実際の自然現象の何にあたるのか捉え

ることを狙って問いかけました。子どもからは、気圧が下がること、空気が膨

張することの他、ピストンで吸われることから上昇気流ではないかとの意見

も出されました。意見の発表の際には、黒板にモデル図をかいたり（右写真）、

実際に器具を操作したりする子どもも見られ、考えを他者に伝えようとする

意欲の高まりを感じました。ピストンを引く操作が気団の膨張に対応してい

ることを納得できたことで、結果の考察では雲ができるしくみについて実感をもちながら学べました。 

気付いて学ぶ活動 

展  開 支援のポイント 

（雲の発生実験を行う） 

教：どのような結果になりましたか。 

Ｃ：ピストンを引くと温度が下がって、フラスコ内がくもり、ピスト

ンを押すと温度が上がって、フラスコ内のくもりが消えた。 

教：結果から考えられることは何だろうか。 

Ｄ：実験からピストンを引くと温度が下がり、水蒸気が水滴になっ

て雲ができることがわかった。 

教：ところで、この実験で空気の膨張（体積増加）はどの操作に当た

るだろうか。 

Ｅ：ピストンを引く操作 

教：確かにピストンを引いたら温度が下がって、雲ができたね。何の

ためにピストンを引く操作をしたのだろうか。その理由を考え

てみよう 

全：（装置を操作したり、図をかいたりして理由を考える。） 

Ｆ：（図を使って）ピストンを引いたら、注射器の中に空間ができる

から体積が増えた。 

Ｇ：（装置を使って）ピストンを引いたら、注射器の目盛りの分だけ

体積が増えた。 

教：みんなの意見から、ピストンを引くと体積が増えていることが

わかるね。この実験で、体積が増えると雲ができる理由が判明

したね。 

 

 

ピストンを引くと、フラスコ内の空気の体積を増やすため。 

 

0 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 

分 

 

 

・空気の圧縮（小４） 

・大気圧 

・霧、雲の発生 

・気圧と膨張 

つかむ 

操作の意図を把握することによ

り、モデル実験の操作が、実際の雲

の発生過程でどの現象に当てはま

るかを理解できるようにする。 

えらぶ 

気
付
い
て
学
ぶ
活
動 

雲が説明することができる。 

操作の意図を捉える 
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気温と湿度の関係 ４／９ 

 

気温や湿度、気圧、天気などの時間的な

変化の記録から気象要素の変化と天気の

関係を導き出す授業でした。 

子どもの気付きから、その原因について

考えさせるために、気付いて学ぶ活動で

“天気のよい日の気温と湿度のグラフの

変化が逆になる理由を考えよう。”と理由

を問いかけました。子どもは生活経験で気

温が高くなると乾きやすくなるというこ

とを手がかりに、天気のよい日は気温が上

昇するからもとにする量である飽和水蒸

気量が増え、湿度が下がることをつかみま

した。 

 

 

 

 

 この単元では、モデル実験で考えたり、ノートや黒板の上で水や空気の粒子を模式図で表して考えたりする

ことが多くありました。見えないものや、実験できないほど大きなスケールで起こることなどを、モデルや模

擬装置で考えることについて、どのように学びがつながっているのかを検討しながら、気付いて学ぶ活動を計

画しました。（49ページ参照） 

 右の記述は、子どもたちの授業後の感想をまとめたものです。記述か

らは、学習内容に対する興味・関心の高まりや、考える力が付いたと実

感しているようすがうかがえました。さらに、友だちと意見を交わしな

がら学ぶことによって、考え方や内容の理解が深まったと実感してい

る記述も見られます。 

 単元終了時には、子どもたち１人ひとりがノートに大気の動きと降

水のしくみについてモデルにまとめる活動をして、その結果から学び

のようすを判断しました。この活動の前に、教員は「水蒸気・水滴のモ

デル」「上昇気流」「気団の膨張」「温度変化」「気圧の変化」が正しくか

かれていることを評価の規準に設定しました。右の図は、ある子どもが

表したモデルです。各時間での学習内容を結び付け、必要な要素に正し

い用語を添えてモデルが作成できています。実践した学級では、7割を

超える子どもたちが概ね満足できるモデル図を作成できていました。ま

た、モデル図を作成する活動自体が、身に付けた知識を適切に選んで使

う場面であったとも考えられます。 

 気付いて学ぶ活動によって、日々の学びが深まり、学習内容を生きた

知識として身に付けられているものと思います。 

気象要素の変化と天気 

気象要素の時間的な変化と天気との関係を調べよう 

えらぶ 

つかむ 

・1日の気温の変化と天気 
・温度による飽和水蒸気量の違い 
・湿度の求め方 
・生活体験（洗濯物の乾き方） 

根拠をもって結論を導く 

天気のよい日の気温と湿度のグラフの
変化が逆になる理由を考えよう？ 

天気のよい日は気温が上昇し、飽和水蒸

気量は増える。だから湿度が下がる。 

天気の変化によって気圧や気温、湿度などが規則性をもって変
化する 

まとめ 

・疑問や興味をもって取り組むことができ、学

習内容を理解しやすかった。 

・関心が深まり、疑問に思うことも増えた。 

・今まで以上に自分で考える力が付いた。 

・自分の考えをもてるようになり、いろいろな

ことを理解することができた。 

・なぜその装置や手順で実験するかを考えるこ

とで、より学習内容の理解が深まった。 

・友だちと意見を共有していくことで自分の考

えや学習内容の理解が一層深まった。 

振り返りシートの自由記述欄に見られた感想 

気圧差 

温度 

水滴の 
モデル 

水蒸気のモデル 
上昇気流 

膨張 

降水・降雪

中
学
校
第
２
学
年 
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